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	エアコン部の
	さま
	ギャル
	部室
	ソファ
	温度調整棒
	（ち〇ぽ）


	ずぶ
	ずぶ
	話。

	本書の読み方
	エアコン部、、、？
	私は頭を抱えながら、部室に向かっていた。 学園の理事長から、「エアコン部」の顧問を担当するように命じられたばかりだ。 どうやら「市場調査」を目的とした部活のようだが、中身がまったく分からない。
	自由な空気の学園なのは結構だが、わけのわからない部活やサークルが乱立されると、顧問の仕事が増えてしまうのが悩みのタネだ。
	エアコン部の扉を開けると、キンキンに冷えた空気があふれ出してくる。
	寒ッ！
	思わず声が漏れた。
	部室は、エアコンがガンガンに稼働し、高級ソファでギャルっぽい生徒がごろごろとくつろいでいた。
	ん〜？ あ、ドア開けっぱなしにしないで〜 冷気が逃げちゃうじゃん
	高級ソファに深々と埋もれていたギャルが、ブランケット（よく見ると超高級ブランドのロゴが入っている）を肩まで引き上げながら、チラリとこちらを見た。 長いデコネイルの指先でスマホを操作しつつ、面倒くさそうに体を起こす。
	……もしかして 理事長が言ってた新しい顧問の先生？ ちわーす
	……あ、ああ 今日からエアコン部の顧問を担当することになったんだが……
	あはっ、かた〜い！ 先生、顔マジすぎ！ ほらほら、早く入って扉閉めて！ 今、室温設定16度にしてるからさ〜
	（16度！？ 真冬か！！）
	身震いしながら足を踏み入れ、大急ぎでドアを閉める。  部屋の中はまさに極寒。 だが、目の前のギャルはなぜか、モコモコしたハイブランドの秋冬物ニットカーディガンを着込んで、ぬくぬくとした顔をしているのだ。
	えっと…… 一応、自己紹介してもらってもいいか？
	あ、そっか！  ウチは 神条 莉々香 （しんじょう りりか） 高等部2年！  ちなみにこのエアコン部の部長兼 唯一の部員でーす よろしくね、先生♪
	神条……って、あの家電大手 『神条HD（ホールディングス）』 の……？
	莉々香はクスクス笑いながら、サイドテーブルに置かれた最高級エスプレッソマシン（なぜ部室にある？）から、ほかほかと湯気の立つカップを淹れてこちらに差し出してきた。
	はい先生 温かいアールグレイ 寒いでしょ？
	（寒くしてるのは君なんだが…… と思いつつ受け取る）
	……ありがとう
	で、市場調査って一体……？
	あー、それね！  ウチの会社が今開発してる 『次世代スマート空間空調システム』 のフィールドテスト！
	高温多湿の日本の夏において いかに快適な『極寒チル空間』を 作り出せるか……
	っていう、超真面目な研究なワケ
	莉々香は胸を張って堂々と言い切った。
	……ただエアコンをガンガンにして 夏場に秋冬ブランド服を着て ダラダラしたいだけに 聞こえるんだが？
	酷っ！？  核心突かないでよ先生！
	……まあでも、半分正解？  だってさー 猛暑の夏に極寒の部屋で 可愛い冬服着て 温かい紅茶飲んでダラダラするの 最高にアゲじゃん？  これぞ真のラグジュアリーだよ
	お嬢さま学園の圧倒的財力と、自由すぎる校風が、最悪（？）の形で融合していた。
	あ、ちなみに先生 顧問になったからには ウチの『極寒チル環境における購買意欲の変動データ』の提出書類 先生の名前で出しておいてね〜
	……俺の仕事 めちゃくちゃ増えてないか！？
	胃の痛い俺の顧問生活が、キンキンに冷えた部屋でひっそりと開幕した。
	……失礼するぞ
	俺は半ば諦め顔で息を吐き出すと、莉々香がブランケットにくるまっていた高級ソファの空きスペースに腰を下ろした。  すり鉢状にぐっと沈み込む最高級の革張りソファ。 そのたわみに引き寄せられるように、自然と莉々香との距離が縮まる。
	ずずっ、とアールグレイを飲む。  身体の内側からじわリと熱が広がり、極寒の室内に奪われていた体温がゆっくりと蘇ってくるのが分かった。
	はぁ……温まる……
	でしょー？  16度の部屋で飲むホットアールグレイ マジで神なんだって！
	ふと、ブランケットの裾から伸びていた莉々香の足が、俺の膝あたりにカサッと触れた。
	……あ
	ん？
	冷え切った部室の空気とは対照的に、モコモコの靴下に包まれた彼女の足先からは、驚くほどポカポカとした温もりが伝わってくる。
	……莉々香、足、温かいな
	え？ あー……まあね！  ウチ、この部屋にずっといるから 足元だけは超厳重に保温してんの
	カシミア靴下超あったかいよ？  触る？
	莉々香は悪びれもせずクスクスと笑うと、逃げるどころか、むしろ暖を取るようにさらに足をこちらにくっつけてきた。 ブランケットの中から、彼女が着ている高級ニットの上品な甘い香りがふわりと漂う。
	ちょっと待て、距離が近くないか？  一応、俺は教師で……
	えー？  だって先生、寒そうでしょ？  顧問の先生が初日で凍死されたら困るし〜 ウチの『人身暖房システム』ってことで、大人しく温まりなよ
	都合のいいシステムだな
	文句を言いながらも、そのじんわりとした温もりがありがタクて、俺は冷えた足元を退かすことができなかった。
	ねぇ先生 これから毎日 放課後はここに来てよね
	莉々香はソファにもたれかかり、温かいエスプレッソカップを両手で包み込みながら、いたずらっぽく微笑んだ。
	データ入力の手伝い…… じゃなくてさ
	二人で飲む紅茶の方が 絶対に美味しいし
	莉々香はソファにもたれかかり、温かいエスプレッソカップを両手で包み込みながら、いたずらっぽく微笑んだ。
	ちょっと莉々香…… リモコンに手を伸ばすな、待て
	『設定温度：14℃』
	部屋の空気が一気に一線を越え、肌を刺すような極寒が押し寄せてくる。 吐く息がうっすらと白くなり始めた。
	ほら、先生固まってないで！  マジで風邪ひくから中入って！
	莉々香はソファーの上でブランケットをバッと広げると、俺の背中に力任せに巻きつけて引き寄せた。
	「お、おい……！」
	寒いの無理でしょ？  ウチもヤバいから、くっつくよ！
	ブランケットの中にふたりで包まれると、莉々香の華奢な体がぴったりと密着してきた。  カシミアの柔らかい質感と、彼女の体温、そして甘い香水とアールグレイの香りが混ざり合って、ブランケットの中だけが異様なほど温かい密室と化す。  密着した肩や太ももから、ダイレクトに熱が伝わってくる。
	……近すぎるだろ、莉々香
	しょうがないじゃん 14度なんだから
	……てか先生 心拍数上がってない？ 寒さのせい？
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